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ゲ
ー
テ
生
誕
の
地
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
マ
イ
ン
川

沿
い
に
建
つ
シ
ュ
テ
ー
デ
ル
美
術
館
は
、
デ
ュ
ー
ラ

ー
、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
な
ど
の
ド
イ
ツ
作
家
は

も
と
よ
り
、
フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
ら

の
名
作
を
収
集
す
る
ド
イ
ツ
有
数
の
美
術
館
で
あ

る
。
来
館
者
が
ア
プ
ロ
ー
チ
に
導
か
れ
、
最
初
に
対

面
す
る
作
品
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
イ
ン
の
『
カ
ン
パ

ー
ニ
ャ
の
ゲ
ー
テ
』（
本
書
裏
表
紙
掲
載
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
描
か
れ
る
ゲ
ー
テ
は
、
つ
ば
広
帽
に
古
代
彫

刻
の
如
く
優
美
な
襞
の
マ
ン
ト
を
被
い
、
古
代
建
造

物
の
廃
墟
を
背
景
に
身
を
横
た
え
て
い
る
。
マ
ン
ト

の
下
か
ら
の
ぞ
く
右
足
の
形
態
に
は
不
自
然
さ
が
残

る
も
の
の
、
紛
れ
も
な
く
テ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
イ
ン
の
代

ゲ
ー
テ
著
　
高
木
昌
史
編
訳

『
ゲ
ー
テ
と
歩
く
イ
タ
リ
ア
美
術
紀
行
』

青
土
社
―
―
二
、
二
〇
〇
円
（
税
別
）

文
化
に
つ
い
て
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
日
記
や

書
簡
に
書
き
記
し
、
そ
れ
ら
を
三
〇
余
年
を
経
て
ま

と
め
た
も
の
が
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』（
一
八
一
六
）

で
あ
る
。
そ
こ
で
記
さ
れ
る
内
容
は
、
地
形
、
植
物

な
ど
の
自
然
科
学
の
分
野
か
ら
演
劇
、
音
楽
の
文
化

に
関
わ
る
領
域
ま
で
と
、
そ
の
範
囲
は
多
岐
に
わ
た

る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
「
眼
の
人
・
ゲ
ー
テ
」

の
最
も
強
い
関
心
事
は
、
何
と
言
っ
て
も
美
術
、
殊

に
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
そ
の
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
を
中
心
に

『
芸
術
と
古
代
』
誌
や
『
旅
日
記
』
な
ど
か
ら
ル
ネ

サ
ン
ス
美
術
に
対
す
る
記
述
を
抜
粋
編
纂
、
一
・
二

部
と
地
図
な
ど
か
ら
な
る
結
び
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。第

一
部
は
、
ゲ
ー
テ
が
実
物
鑑
賞
し
た
時
間
軸
に

沿
っ
て
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
、
ヴ

ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
作
品
を
『
イ
タ

表
作
で
あ
り
、最
も
有
名
な
ゲ
ー
テ
の
肖
像
で
あ
る
。

当
館
は
、
ド
イ
ツ
一
八
世
紀
後
半
、
ゲ
ー
テ
の
時
代

か
ら
導
入
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
Ｃ
・

Ｄ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
や
、
Ｐ
・
Ｏ
・
ル
ン
ゲ
ら
ド

イ
ツ
ロ
マ
ン
派
の
作
家
の
今
日
的
評
価
か
ら
す
る

と
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
イ
ン
の
こ
の
破
格
の
扱
い
は
、

む
し
ろ
ゲ
ー
テ
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
も
つ
意
味
の
大

き
さ
を
逆
説
的
に
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

こ
の
絵
が
描
か
れ
た
一
七
八
六
年
か
ら
八
八
年
は

ま
さ
に
ゲ
ー
テ
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
期
で
あ
る
。
ゲ
ー

テ
が
か
ね
て
よ
り
の
憧
れ
の
地
イ
タ
リ
ア
入
り
の
た

め
ブ
レ
ン
ナ
ー
峠
を
越
え
た
の
は
一
七
八
六
年
九
月

九
日
、
そ
れ
以
後
一
年
八
ヶ
月
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
を
皮

切
り
に
ロ
ー
マ
な
ど
各
地
を
め
ぐ
り
、古
代
神
殿
や
、

お
び
た
だ
し
い
数
の
美
術
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
く
。

こ
の
南
国
で
の
視
覚
体
験
は
、
ゲ
ー
テ
の
視
界
を
拡

大
さ
せ
、
後
に
ド
イ
ツ
文
化
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
期
間
、
異
国
の
風
土
、

絵
画
史
へ
の
旅
―
―
ゲ
ー
テ
の『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』を
携
え
て
◇■
母
袋
俊
也
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リ
ア
紀
行
』
本
文
と
『
覚
え
書
』
か
ら
抜
粋
、
ゲ
ー

テ
自
身
の
分
量
は
決
し
て
多
く
は
な
い
も
の
の
作
品

と
の
出
会
い
の
瞬
間
が
ラ
イ
ブ
感
を
伴
っ
て
生
々
し

く
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
美
術
論
に
は
編
訳
者
に
よ
っ
て
ゲ
ー
テ
の

古
典
的
世
界
の
後
継
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
テ
キ
ス
ト

が
『
チ
チ
ェ
ロ
ー
ネ
』
か
ら
添
え
ら
れ
、
更
に
解
説

で
は
ゲ
ー
テ
も
愛
読
し
た
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
『
ル
ネ
サ

ン
ス
画
人
伝
』、
現
代
の
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
か
ら
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
の
著
作
を
引
用
し
異
な
っ
た
時
代
の
視

点
が
提
供
さ
れ
、
作
品
と
そ
の
背
景
な
ど
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
混
え
て
巧
み
に
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め

読
者
の
作
品
鑑
賞
そ
の
も
の
へ
の
理
解
を
深
め
、
重

層
化
し
た
比
較
研
究
は
読
者
の
知
的
関
心
を
惹
き
つ

け
て
い
く
の
に
大
い
な
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

第
二
部
は
『
芸
術
と
古
代
』
か
ら
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
、
ジ
ョ
ッ
ト
に
関
連
し
た
三
篇
を

本
邦
初
訳
で
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
含
蓄
あ
る
エ
ッ

セ
イ
集
は
美
術
論
と
し
て
実
に
読
み
応
え
が
あ
る
。

巻
末
に
は
地
図
、
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
史
、
ゲ
ー
テ
の

年
譜
が
そ
れ
ぞ
れ
同
時
代
史
併
記
で
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
読
者
は
図
版
を
見
、
地
図
、
年
譜
を
確
認
し
、

と
思
わ
れ
る
歴
史
が
流
動
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ゲ
ー
テ
が
当
地
で
見
た
『
天
国
』
が
現
在
は
パ

リ
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
あ
る
事
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。

ち
な
み
に
評
者
は
習
作
の
優
位
を
、
旋
回
的
な
構

図
を
印
象
づ
け
る
雲
海
に
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
の
精

神
性
の
高
い
空
間
表
現
と
の
類
似
性
を
、
ま
た
そ
の

実
現
化
に
不
可
欠
な
光
と
色
彩
こ
そ
が
ゲ
ー
テ
の
最

も
強
い
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
シ
ュ
タ
イ
ナ

ー
の
エ
ー
テ
ル
性
と
の
相
関
な
ど
、
と
想
像
を
廻
ら

し
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
歴
史
の
余
白
に
、
読
者

の
眼
、
感
性
に
よ
る
歴
史
の
仮
設
化
の
余
地
を
も
本

書
は
許
す
の
で
あ
る
。

本
書
『
ゲ
ー
テ
と
歩
く
イ
タ
リ
ア
美
術
紀
行
』
は

タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
ラ
イ
ブ
感
を
伴
っ
た
紀
行

文
で
あ
り
、
美
術
鑑
賞
の
案
内
書
で
あ
り
、
ル
ネ
サ

ン
ス
絵
画
論
、
ゲ
ー
テ
と
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
比
較
美

術
論
で
も
あ
る
。
こ
の
複
数
の
観
点
を
兼
ね
備
え
、

読
者
の
眼
／
感
性
を
携
え
ゲ
ー
テ
の
生
き
た
二
五
〇

年
前
へ
、
更
に
そ
の
二
〇
〇
年
前
の
イ
タ
リ
ア
ル
ネ

サ
ン
ス
へ
と
旅
を
誘
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

（
も
た
い
　
と
し
や
・
画
家
）

テ
キ
ス
ト
に
戻
り
、
図
版
を
見
…
…
と
本
書
の
中
を

幾
度
と
な
く
、
ま
る
で
旅
を
楽
し
む
か
の
よ
う
に
往

き
来
す
る
こ
と
と
な
る
。

さ
て
こ
こ
で
第
一
章
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
を
例
に
触

れ
て
み
よ
う
。
ゲ
ー
テ
が
初
め
て
イ
タ
リ
ア
絵
画
の

大
作
を
眼
に
し
た
の
は
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の
テ
ィ
ン
ト
レ

ッ
ト
の
『
天
国
』
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
世
紀
と
は

異
な
り
異
国
は
遠
く
、
情
報
、
殊
に
視
覚
情
報
は
模

写
、
版
画
に
限
ら
れ
て
い
た
時
代
、
実
作
を
目
の
前

に
し
た
時
の
衝
撃
と
感
動
は
大
き
く
、
そ
の
と
き
の

印
象
を
「
作
品
そ
の
も
の
を
所
有
し
、
生
涯
目
の
前

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
は
作
品
を
目
の
前
に
し
て
い
る
こ
の
時
間
を
、

永
続
的
に
確
保
し
た
い
と
い
う「
眼
の
人
・
ゲ
ー
テ
」

の
欲
求
と
切
実
さ
が
生
々
し
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

た
だ
解
説
で
も
触
れ
て
い
る
が
、
ゲ
ー
テ
が
言
及

し
た
こ
の
作
品
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮

殿
の
本
作
の
た
め
に
描
か
れ
た
習
作
で
あ
っ
た
こ
の

事
実
は
、
作
品
鑑
賞
の
際
し
ば
し
ば
生
じ
る
歴
史

（
記
述
さ
れ
た
）
や
作
品
評
価
そ
の
も
の
に
対
す
る

疑
念
を
想
起
さ
せ
、
読
者
自
身
の
眼
に
よ
る
本
作
／

習
作
の
差
異
の
比
較
へ
と
促
す
。
固
定
さ
れ
て
い
る
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